
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇学校での取り組みは 

日常生活に必要な日本語（あいさつ、健康状態など）を母語と日本語で書いているシートを作成

し配布するなど、最低限のコミュニケーションが取れる工夫をしています。さらに、市内の小中学

校を日本語指導教員２人が巡回し、児童・生徒の理解度に応じて、週１回 2 時限分の対面の授業で

基礎的な内容の指導を行っています。加えて、受け入れ校で教職員などに多文化共生の講座を実施

し、言葉や文化の違いを超えて相互理解と尊重する大切さを伝えています。 

※基本的に、日本人の子どもと同じ学習内容（教科書）になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ★市民意見の募集（パブコメ）のその後 

今年１月～２月に行われたパブコメの結果が市のHP(ホームページ)で公表されました。 

出された意見に対し、「一部修正」された内容も、「原案どおり」の場合も市の考え方・判断の

理由が書かれています。私たちの生活に関わる計画なので、ぜひ、読んでみてください。 

・第 3次宗像市総合計画 への回答（3月 28日公開） 

        提出された意見 17件  原案どおり ９件、一部修正 ８件 

今後HPで他のパブコメに対する回答が公表されます。 

・宗像市こども計画 

・第 3次コミュニティ基本構想・基本計画  

・第 3次宗像市都市計画マスタープラン など 
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○今後の共生のまちづくりの取り組みは 

令和７年度に在住外国人の実情の把握を進め、先行自治体の調査も行い、 

宗像市が目指す多文化共生のまちづくりを進めていきたいとの回答でした。 

 

パブコメの対象となった計画案の中には、現状と課題の把握が不十分なため今後の取組に偏り

や問題が指摘されているものもあります。事前の市民アンケートやヒアリングが限定的で、もっ

と幅広く関係者や当事者の意見を聴く必要があると思う案件もありました。対話型市民参画の方

法を行うことを強く要望しました。 

今後の進め方をしっかりチェックしていきます。 

 

 

 

 

〇今年の 1月～2月にかけて、10件のパブコメを募集 

パブコメを出すために計画を読んだ市民から「専門用語もあり、内容がわからない所があった

ので、説明会をして欲しかった」という声が多く出ていました。そこで、市民団体（グループも

含む）から要望があれば、説明会を開催できないかと質問すると「市民の関心や内容を踏まえて、

場合によって開催は可能」との回答でした。 

みなさまのご意見、現場の声を 
お聞かせください。  
TEL・FAX : 0940-37-0700  
Eｍail : munakata@fnet.gr.jp 
 

～誰もが生きやすいまちに～ 

宗像市では、まちづくりの計画や条例等を作成するとき、市民の意見を反映させるため、「市民

参画条例」の中で市民参画の仕組み・ルールを定めています。その１つが「市民意見提出手続き」

（パブリックコメント：以下パブコメと略す）です。市に直接意見を言える大事な制度ですが、

提出する市民は少ないことが課題です 

 

。そこで、改善策について質問しました。 

 

最近、市内に住む外国人が増えており、国籍は様々で約 1200人います。小中学校に通う子どもも、

15校（22校中）で 44人と全市的に増えており、日本語がわからないため、課題がいろいろありま

す。国が外国からの労働者受け入れ拡大の方針で、今後も在住外国人は増加すると予想されます。小

中学校での受け入れと生活がスムーズにできるように、現状と今後の取り組みについて質問しました。 

 

初期の日本語指導（ひらがなを読む等）には、個人差はありますが、3か月～６か月かかるそう

です。早く日本の生活に馴染むためにも、日本語の指導時間を増やす等の検討を要望しました。 

また、地域のボランティア団体の方が外国籍の子どもと親しくなり、日本語を教える取り組みが

始まったケースを紹介し、相互理解の場としても貴重なので、市のサポートを要望しました。 

 

 

外国にルーツを持つ子どもの支援を 一般質問① 一般質問②  
市民の意見を市政に生かすために 

〇市政へのより効果的な市民参画の方法は？ 

計画の最終案をまとめる前の段階で、関係する市民団体や市民を巻き込んで丁寧に議論をして

いくことが重要だと考えており、改善していきたいという回答でした。 
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パブコメ結果報告 


